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桜
雑
多
同
開
化
す
る
社
会
的
立
か
で

柵

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
は
ま
す
ま

馴

す
重
要
に
主
っ
て

い
ま
す
。

四

そ
の
た
め
町
制
協
で
は
、
停
滞
し

馴

て
い
た
住
民
主
体
の
活
動
を
よ
り
叫

酬

逃
す
る
た
め
、
新
た
に
組
織
体
制
を

岬

再
処
し
て
Mm極
的
な
事
業
を
民
間
す

酬

る
こ
と
に
な
り
ま
し
十
、

酬

み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
互

聞

い
に
助
け
あ
い
心
と
心
的
ふ
れ
あ

岬

っ
た
位
か
な
村
会
を
築
く
た
め
に
、
町

園町

民
み
ん
な
の
直
接
参
加
と
協
力
で

M
川

祉
の
町
づ
く
り
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
剛

2 7，t.、

愛情銀行を開設 j

8月20日から役場社会福祉

協議会事務局で受け付け

労
青
少
年
に

矢
内
義
則
さ
ん

勤
労
芯
欲
に
富
み
、
自
立
心
盟
か

で
他
の
人
的
範
と
な
る
勤
労
青
少
年

を
顕
彰
し
よ
う
!
と
い
う
温
度
良
勤

労
背
少
年
に
本
町
か
ら
矢
内
義
則
さ

ん
(
農
業

e
n歳
・
写
真
)
が
選
ぱ

伶

本
川
町
村
会
制
制
協
議
会
は
桧
山
伐

内
で
も
他
町
に
先
が
け
て
結
成
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
全
道
各
町
村
剖
協
の
活

動
と
川
じ
に
、
剛
内
包
と
現
実
は
か
け
雌

れ
民
間
悩
祉
活
動
的
鮒
か
し
さ
と
資
金

の
不
足
、
そ
し
て
専
行
事
務
抑
当
者
向

時
保
が
で
き
な
い
た
め
、
住
民
主
体
的

活
動
は
山
米
主
〈
社
会
制
制
協
議
会
そ

の
も
の
が
仔
消
し
て
い
た
現
状
で
す
。

政
近
に
お
け
る
激
し
い
社
会
変
動
は

H
M
A
q川
、
特
に
且
入
、
心
身
附
山
川
名

似
一昨
伴
者
な
ど
の
ル
に
前
に
大
き
な

uww

を
及
ぼ
し
て
お
り
、
制
制
優
先
的
観
点

L 
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町
ぐ
る
み
で
温
か
い
思
い
や
り
の
迎

動
を
展
開
し
ょ
、

7
iと
今
金
町
社
会
福

祉
協
議
会
で
は
、
住
民
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

(内
発
的
な
奉
仕
)
活
動
向
セ
ン
タ

と
也
る
「
愛
川
銀
行
」
を
開
設
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
愛
情
銀
行
は
、
社
会
の
た
め
に

主
る
こ
と
を
し
た
い
忠
ま
れ
な
い
人

々
を
助
け
て
あ
げ
た

い
と
い
う
あ
た
た

か
い
愛
情
は
‘
こ

の
社
会
に
多
く
か
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
尊
い

及
怖
が
さ
さ
や
か
な
も
の
だ
と
思
っ
て

遠
慮
し
た
り
、
機
会
を
失
っ
た
り
、
手

続
き
や
方
法
が
わ
か
ら
な
い
た
め
に
埋

も
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
人
々
の
愛
情

を
預
託
と
い
う
形
で
登
録
し
て
、
幸
せ

れ
、
七
月
二
十
一

日
輪
山
支
庁
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

矢
内
さ
ん
は
、
高
校
在
学
中
農
業

ク
ラ
ブ
会
長
半
業
後
は
白
か
ら
農

業
後
継
者
を
志
し
、
自
家
賠
農
業
に

従
F
し
主
が
ら
儲
牒
短
大
を
半
業
し

た
研
究
心
の
強
い
悦
厚
な
背
年
で
す

現
在
恵
ま
札
な
い
土
地
条
例
に

あ
り
な
が
ら
、
耕
地
十

一「
ぺ

乳
牛

三
十
頭
同
時
畑
山
出
同
経
営
に
意
欲
を

も
や
し
、
背
農
技
術
の
向
上
.
改
普

に
研
き
ん
を
続
け
、
地
区
内

4
H
ク

ラ
ブ
会
長
や
町
内
背
年
団
体
連
絡
協

議
会
と
し
て
強
い
賀
任
感
と
指
持
カ

で
仲
間
づ
く
り
に
活
動
し
て
い
ま

今金町社会

福祉協議会

か
ら
公
的
地
説
的
充
実
が
強
く
盟
ま
れ

て
お
り
ま
す
・
一
刀
、
こ
れ
ら
施
設
と
相

ま
っ
て
地
域
に
お
け
る
組
織
的
な
住
民

活
動
が
な
け
れ
ば
よ
リ
効
味
的
な
制
祉

の
抑
進
は
望
め
ま
せ
ん
。

-
」
う
し
た
組
織
の
態
勢
を
確
保
す
る

た
め
本
年
町
が
社
協
の
咋
任
職
只
の
子

り
も
れ
「
川
上
し
た
こ
と
に
よ
り
将
米

法
人
化
へ

の
一
生
を
お
し
進
め
る
べ
き

土
台
と
な
り
、
J

』
の
凶
月
に
専
任
職
只

一
名
が
配
泣
き
れ
ま
し
た
.

こ
れ
に
よ
り
五
月
か
ら
六
月
に
か
け

て
住
民
組
織
活
動
向
第
一
線
に
あ
り
ま

す
述
介
会
以
さ
ん
ん
に
阿
び
か
け
て
い

た
だ
き

新
た
に
新
会
日
と
し
て
h
h

十
七
名
の
万
々
が
参
加
さ
れ
‘
it
y
金
町

社
会
一知
祉
協
議
会
的
再
発
足
の
総
会
が

六
月
二
十
五
円
町
民
セ
ン
タ
ー
で
附
似

さ
れ
ま
し

rz

総
会
で
は
、
社
協
の
充
実
強
化
を
図

る
た
め
@
住
氏
参
加
肉
体
制
路
側
、
法

人
化
的
促
進
ル
曲
る
@
地
械
援
護
所
助

の
推
進
を
図
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
的
質
的
出
ま
り
を
促
進
し
霊
間
銀

行
を
開
設
す
る

1-
}と
を
本
年
皮
肉

E

山
目
掠
に
定
的
次
の
よ
う
な
引
業
計

川
に
よ
り
悩
祉
の
川
づ
く
り
を
推
進
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
f、

な
社
会
ゑ
築
〈
た
め
に
.
そ
の
人
々
の

ど
の
よ
》
な
さ
さ
や
か
な
も
の
(
技
術

労
力
主
ど
)
で
も
披

L
効
果
的
に
い
か

し
て
社
会
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
こ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

開
設
は
八
月
二
十
日
よ
り
受
け
付
け

い
た
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
円
あ
た

た
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お

願
い
し
ま
す
。

マ
喋
務
内
容

ど
の
よ
う
な
小
さ
ず
む
の
、
さ
さ
や

か
な
も
の
で
も
、
立
軍
な
愛
情
を
忍
ん

で
お
預
り
し
ま
す
。
こ
の
銀
行
は
み
な

さ
ん
の
た
め
に
次
円
口
座
を
用
む
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

①
技
術
預
託
低
所
得
世
帯
、
社
会

信
祉
地
語
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も

会
な
ど
に
対
し
理
髪
、
テ
レ
ビ
ラ
ジ

オ
修
理
、
大
工
作
業
、
自
動
車
巡
転

を
ど
の
技
術
。
演
劇
、
舞
踊
、
華
道

茶
道
、

ud
道
、
短
歌
、
俳
句
、
指
人

形
、
レ
ク
リ
エ

l
y
ヨ
ン
、
野
外
活

動
向
指
導
。
医
療
、
法
律
、
税
務
、

育
児
な
ど
の
相
談
。

②

労

力
預
託

老
人
ホ
l
ム
や
鬼
翠

救
護
、
身
障
地
認
の
入
所
者
、
長
期

入
院
忠
者
に
対
し
て
精
神
的
思
両
や

洗
た
く
、

つ
く
ろ
い
物
、
遊
ぴ
相
手
、

者
調
な
ど
の
奉
仕
.

。
公
共
奉
仕

U
遊
園
地
や
道
路
、
公

共
施
設
な
ど
の
消
婦
、
樹
木
町
手
入

れ
な
と
町
奉
仕

@
地
域
社
会
奉
仕
H
地
域
に
お
け
る

共
同
募
金
、
新
生
活
運
動
、
交
通
安

付

地
区
組
織
活
動
的
雌
進
的
夜
民

参
加
の
社
協
組
織
体
制
の
務
備
②
法

人
化
的
推
進
、
愛
情
銀
行
の
促
進

伺

低

所

件
対
策
的
祁
進
①
枇
刊
克

生
資
金
の
貸
付
②
し
あ
わ
せ
を
日
的

る
巡
動
的
推
且
⑤
心
配
ご
と
相
談
所

内
側
設

日

児
童
、
母
子
制
制
前
動
向
推
進

幽
老
人
福
祉
活
動
的
推
進
①
愛
の

一羽
門
巡
動
的
推

4
伶
芝
人
ク
ラ
ブ
指

持
者
研
究
会
の
開
悩

同

心
身
障
害
者
悩
祉
活
動
的
推
進

肘
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

同
〆
共
川
募
金
，
辿
動
へ
の
協
力

マ
町
社
協
の
新
役
只
は
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
た
。

マ
会
長
白
石
光
喜
(
東
町
)
マ
副
会

長
多
田
山
H

太
郎
(
南
町
)
石
井
照
子

(本
町
)
マ
班
本

絹
股
敬
二
(
稲
穂
)

阪
井
一
美

(八
束
)
水
野
山
一
(
金
原
)

阿
部
久
治

(花
石
)
伊
藤
五

一
(
中
里
)

天
沼
注

(仲
丘
)
大
品
川
行
雄
(昭
和
町
)

工
藤
栄
作

(南
栄
町
)
伊
藤
ト
ミ
ノ
(

南
町
)
高
橋
政
子

(樋
川
)
中
肝
キ
ヌ

子

(金
即
)
マ
監
事

出
品

一
良

(本

町
)
祈
り
刊
行
忠
チ

(大
和
町
)
マ
市
務

局
ド
民
磯
辺
俊
治
(
専
任
職
只
)

主
お
、
現
在
百
八
十
三
名
の
会
只
が

お
り
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の
万
々
の
社

協
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

( 2 1 

世
帯
更
生
資
金
の
増
額
を
要
望

〆
桧
山
地
区
社
会
福
祉
研
究
大
会

加
ニ
ト
三
同
桧
山
地
区
社
会

M
M

研
究
大
会
は
七
月
八
、
九
目
的
刊
日

町
民
セ

ン
タ
ー
て
竹
内
十
町
か
ら
約

二
百
人
町
村

M
協
関
係
者
が
参
加
し

て
胤
大
に
聞
か
れ
ま
し
「
、

八
目
的
研
究
協
議
は
、
住
民
制
祉
、

主
人
悩
祉
、
や
井
町
k
u
者
制
祉
、
児

政

-
J
U
少
年

・
時
L
I
M
祉
の
凶
研
究

部
会
に
分
札
て
熱
心
に
討
議
が
行
わ

れ
ま
し
f
ョ

ん
目
的
記
念
式
典
で
は
増
印
大
会

長
引
rA
，xeh
長
今
金
町
長
が
激
励

の
あ
い
さ
つ
を
し
た
あ
と
功
労
者
を

表
彰
、
統
い
て
前
日
行
わ
れ
た
研
究

以
上
か
ら
適
用

同

益

護

学
校
を
柿
山
管
内
に
建
設

し
て
ほ
し
い
。

凶
陣
容
児
向
早
期
発
比
.
早
期
治

療
の
た
め
附
山
管
内
に
乳
幼
児
の

通
院
施
設
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

ω
維
聴
、
肢
体
不
同
由
児
の
た
め

同
総
A
H
療
育
セ

ン
タ
ー
を
怜
山
管

内
に
設
置
し
て
ほ
し
い
。

会

防
犯
、
術
生
な
ど
の
奉
仕

③

金
銭
預
託
呑
典
‘
祝
儀
な
ど
町

お
返
し
、
端
数
金
、

一
円
王
募
金
、

パ
ザ
的
諮
金
な
ど

④

物
品
預
託

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

テ

ア

レ
コ

ダ
l
、
衣
料
品
、
玩

具
、
絵
画
、
図
位
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品

食
料
品
、
手
芸
品、

工
芸
品
、
美
術

品
、
医
療
品
、
カ
メ
ラ
、
レ
コ

ー
ド

ス
ラ
イ
ド
、
文
房
具
、
生
活
用
品
、

盆
裁
、
樹
木
首
、
自
転
車
、
自
動
車

な
ど
の
供
与
及
び
貸
し
出
し
。

⑤

特
別
預
託

奉
仕
団
体
、
職
域
グ

ル
ー
プ
、
学
生
、
青
年
、
婦
人
、
老

人
な
ど
の
各
航
グ
ル
ー
プ
、
音
楽
、

舞
踊
な
ど
の
文
化
芸
能
グ
ル
プ
‘

団
体
的
加
入
に
よ
る
技
術
や
労
力
的

集
団
提
供
。

マ
払
い
出
し

各
頓
登
録
し
た
内
容
に
つ
い
て
、
こ

の
銀
行
よ
り
恵
ま
れ
な
い
人
々
や
地
域

施
設
、
ま
た
は
、

子
ど
も
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
な
ど
の
要
望
を
考
え
て
奉
仕
活
動

を
行
い
ま
す
。
金
品
預
託
的
場
合
、
特

部
会
的
報
告
が
あ
り
、
大
会
と
し
て

次
の
こ
と
を
決
議
し
て
関
係
機
関
に

働
き
か
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

マ
申
し
合
せ
事
項

パ
円
相
前
協
構
成
n
H
に
浩
い
人
た
ち

を
加
え
て
活
動
し
よ
う
。

口

愛
情
銀
行
、
干
を
つ
な
ぐ
税
同

会
を
伯
内
全
町
に
結
成
し
よ
う
.

白

母
子
、
父
子
家
-
足
に
愛
の
手
を

さ
L
の
べ
よ

1

7
嬰
望
事
項

付

世川柏
市
民
生
資
金
円
相
矧
貸
付
と

限
度
の
拡
大
、
早
期
貸
付

∞
老
人
医
山
市
価
料
化
を
六
十
五
政

今
大
会
で
次
何
方
々
が
楠
山
地
区

一

社
協
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

温

マ
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

三
宮

弘

さ

ん

(

瀬

小
池
虫
徳
さ
ん

(今

マ
社
会
福
祉
手
業
協
助
者

今
金
町
赤
土
子
奉
仕
団

マ
社
会
初
祉
施
設
職口
H

梅
木
久
子
さ
ん

(大

金棚成

に
航
託
者
向
指
定
が
あ
れ
ば
希
望
的
実

情
に
よ
り
適
正
に
記
分
し
ま
す
。

指
定
が
な
い
場
合
は
会
議
に
は
か
り

公
正
に
そ
の
惜
世
を
い
た
し
ま
す
。

マ
申
し
込
み
方
法

関
託
を
希
望
す
る
入
、
ま
た
は
団
体

は
そ
の
預
託
口
座
円
使
い
み
ら
や
、
サ

ー
ビ
ス
で
き
る
条
件
な
と
を
決
め
て
銀

行
に
申
し
出
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

銀
行
を
利
用
さ
れ
る
方
々
も
受
け
付
け

い
た
し
ま
す
の
で
申
し
込
み
〈
だ
さ

い
。

マ
開
設
場
所

こ
の
相
談
ご
と
は
す
べ

て
今
金
町
社
会
福
祉
協
議
会
(
役
場
社

協
事
務
局
)
で
行
い
ま
す
。

固

感

謝

し

ま

す

図

今
金
、

北
柏
山
、
瀬
棚
町
向
社
会
福

祉
協
椛
会
に
、
北
部
楠
山
市
産
娠
興
会

(会
長
桜
田
真
さ
ん
)
が
ち
女
子
プ
ロ

レ
ス
大
会
的
益
金
-キ

ι二一
町
に
各
二
万

円
、
型
車
吋
図
的
施
設
充
実
の
た
め
に
、

大
介
有
線
泣
気
幽
聞
か
ら
街
灯

一
務
、
樋

川
婦
人
会
か
ら
お
む
つ
二
百
枚
が
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

( 3 ) 



団地が完成
従業員住宅が44戸

労
働
力
内
確
保
と
永
年
勤
続
者
の
優
遇
措
置
と
し
て

従
業
只
の
住
宅
を
建
設
し
よ
う
|
と
今
金
商
工
会
が
独

自
で
団
地
を
造
成
、
五
月
か
ら
町
内
円
建
築
関
係
十
三

社
が
企
業
体
を
結
成
し
、
全
間
的
に
パ

y
pア
ッ
プ
し

て
建
築
に
取
り
か
か
り
、
こ
の
た
び
見
ご
と
に
四
十
四

戸
が
完
成
し
ま
し
た
。
(
写
民
)

場
所
は
今
世
一中
学
校
町
西
側
で
、
約
一
万
四
千
平
方

μ
の
土
地
を
町
土
地
開
発
公
社
か
ら
取
得
し
た
も
の
。

事
業
資
は
履
用
促
近
事
業
団
か
ら

一
位

一
千
八
百
五

十
万
円
を
融
資
し
て
も
ら
い
、
町
が
道
路
、
水
道
、
排

水
を
直
営
で
実
地
し
、
入
居
者

一
戸
当
り
七
十
万
円
の

頭
金
で
残
り
は
十
八
年
間

的
月
賦
償
還
。
住
宅
は
木

造
中
二
階
建

一
戸
当
り

の
敷
地
は
約
二
百
三
十

一

平
方
灯
、
建
築
面
的
制
五
十

平
方
山
。
一

階
は
ダ
イ
ニ

ン
グ
キ
ソ
チ
ン
兼
屑
問
、

四
位
半
円
相
室
二
部
屋
と

浴
室
、

二
階
は
六
位
向
和

室
二
部
屋
。
屯
気
、
水
道

完
備
は
も
ち
ろ
ん
、
建
具
、

丑
つ
き
で
建
築
資
は
三
百

万
円
と
超
格
安
。

活
工
と
同
時
に
申
し
込

み
が
あ
り
、

二
十
六
事
業

所
の
従
業
只
が
入
居
し
ま

す
。
向
島
会
長
は
寸
将
来

は
従
業
貝
の
持
ち
家
と
な

り
、
仕
事
に
張
り
が
で
き

る
」
と
立
派
に
完
成
し
た

街
並
に
喜
ん
で
い
ま
す
。

/
会

長

に

新
し

清
水
健
次
氏

農

業

委

員

決

ま

る

し、

股
業
委
貝
会
の
委
只
選
挙
は
七
月
十

五
日
投
票
が
行
わ
れ
、

十
三
投
票
所
内

建
議
は
八
七
・
九

一
%
で
午
後
八
時

か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
で
選
挙
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
公
選
委
貝
十

名
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
推
せ
ん
三
名
、
農
協
、

共
済
組
合
推
せ
ん
各

一
名
も
決
ま
り

七
月
二
十
五
日
町
農
業
委
貝
会
総
会
で

会
長
に
清
水
健
次
氏
、
会
長
代
政
に
笹

森
武
雄
氏
が
選
任
さ
れ
、
清
水
会
長
が

事務室が配置替え

気軽においでください

EE翠冨盟国

町
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
明
る

い
役
場
づ
〈
り
と
町
長
F
町
民
が
よ
り

気
軽
に
話
し
あ
い
、
対
話
的
中
か
ら
広

く
行
政
に
反
映
し
て
い
こ
う
と
四
+

111， 

北
海
道
股
業
会
議
委
只
を
兼
ね
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
公
選
委
只

伊
藤
実
(
神
丘
)
阪

井

好

(八
束
)

田
中
秀
雄

(白
石
)
斎

藤

勇

(稲
松
)

岸
本
輝
義

(鈴
金
)
本
田
初
雄
(
今
金
)

吉
田
七
一
二
(
神
丘
)
上
村
貞
夫

(
神
丘
)

中
島
竹
市

(住
吉
)
遠

藤

束

(住
吉
)

マ
議
会
推
問
委
只(美

利
河
)
鈴
木
四
郎

(

広
田
儀

一

六
年
町
長
就
任
以
来
、
町
長
室
を

一
階

に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
年
ご
と
に
現

業
事
務
的
制
加
、
事
務
的
細
分
化
に
よ

る
諜
町
地
設
な
ど
町
政
的
理
似
が
大
き

く
な
り
、

一
階
的
事
務
室
が
混
雑
し
二

階
的
住
室
に
分
散
し
て
処
理
す
る
現
状

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
や
む
を
得
ず
八

月
よ
り
町
長
が
二
階
的
委
只
会
室
に
移

り
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
配
置
で
す
が
、

二
階
に
移
っ

て
も
町
長
と
町
民
的
対
話
姿
勢
は
従
来

と
変
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な
悩
み
ご
と
や

苦
情
相
談
、
ま
た
、
町
づ
く
り
の
芯
見

な
ど
な
ん
で
も
け
つ
こ
う
で
す
。
直
接

気
軽
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

こ
の
町
長
室
移
転
に
伴
っ
て
助
役
、

総
務
企
画
認
が
二
階
に
移
り
、
建
設
課

福
利
厚
生
施
設
の
資
金
に

雇
用
促
進
融
資
制
度
の
利
用
を

雇
用
促
進
融
資
制
度
は
、
固
め
履
用

政
策
を
円
滑
に
促
進
す
る
た
め
に
設
け

ら
れ
た
制
度
で
、
労
働
力
的
流
動
化
を

促
進
す
る
た
め
労
働
者
向
地
域
間
移
動

の
円
滑
化
、
中
布
年
齢
者
、
身
体
障
害

者
の
雇
用
促
進
、
中
小
企
業
の
労
働
力

確
保
を
す
る
場
合
主
ど
に
公
共
職
差
安

定
扇
町
紹
介
で
労
働
者
を

一
定
数
以
上

雇
い
入
れ
る
事
業
主

(団
体
を
含
む
)

の
方
に
、

一拍
利
厚
生
施
設
等
の
設
出
資

金
を
、
長
期
、
低
而
刊
に
貸
し
付
け
す
る

も
の
で
す
。

昭
和
五
十
年
度
の
受
け
付
け
は
、
四

月
か
ら
開
始
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
五
十

一
年

一
月
三
十

一
日
ま
で
で
す
。
た
だ

し
、
他
人
申
し
込
み
が
貸
付
枠
に
達
し

た
と
き
は
、
申
込
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て

て
も
締
め
切
ら
れ
ま
す
。

貸
付
資
金
の
種
類

守
労
働
者
住
宅
資
金

履
い
入
れ
る
労
働
者
の
た
め
に
、
住

宅
を
新
説

(購
入
を
含
む
)
増
築
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
及
び
こ
れ
ら
の
新

設
地
築
の
土
地
を
健
保
す
る
の
に
必

要
な
資
金
を
貸
し
付
け
し
ま
す
。

マ
福
祉
施
設
資
金

従
業
只
の
た
め
に
、
保
健
施
設
、
給

食
施
設
、
教
益
文
化
施
設
及
び
購
買
施

設
な
ど
を
新
設
、
岡
山
改
築
す
る
た
め
に

日
進
)

盟
旧
)
長
谷
川
敬

一

マ
牒
協
推
庇
委
員

消
水
健
次
(
M
m
川
)

マ
共
消
組
合
推
府
委
只

笹
森
武
雄

(鈴
金
)

J

第
二
回
臨
時
町
議
会

第
二
回
臨
時
町
議
会
は
七
月
寸
九
日

聞
か
れ
、
総
務
市
任
副
委
只
長
に
向
品

千
三
氏
を
選
出
し
、
次
町
議
案
二
件
を

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

〈
〉
工
事
消
負
契
約
の
締
結

此
H

通
林
迫
畑
町
沢
線
開
設
工
事

(工

事
費
二
千
五
百
八
十
二
万
円
、
坂
本
建

設
工
期
五
十
年
十
月
三
十

一
日
ま
で
)

〈
〉
町
道
旭
抑
制
舗
装
工
事
町
議
決
変
更

と
水
道
{
室
が

一
階
に
移
り
ま
し
た
。

役
場
内
の
配
泣
は
下
図
の
と
お
り
で

す
の
で
、
ご
不
便
な
占
が
あ
り
ま
し
た

り
ご
遠
慮
な
く
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

。
町
職
員
の
人
事
。

〔
八
月
一
日
〕
マ
総
務
企
画
課
庶
務

係
長
兼
職
員
厚
生
係
長
遠
藤
正
光
マ

財
政
課
第

一
賦
課
係
長
白
山
芋
マ
総

務
企
画
課
企
画
係
長
米
世
貞
夫
マ
町

民
諜
住
民
係
長
上
回
邦
孝
マ
商
工
観

光
課
商
工
観
光
係
長
森
忠
雄
マ
建
設

課
管
理
係
長
佐
々
木
哲
也
マ
出
納
室

出
納
係
長
竹
内
正
夫
マ
耕
地
課
地
絡

調
査
係
笠
原
勝
ニ
マ
福
祉
課
福
祉
係

木
島
武
雄
マ
総
務
企
画
課
企
画
係
稲

木
弘
幸
マ
耕
地
諜
林
迅
ぽ
佐
久
間
俊

一
一v
水
道
室
水
道
係
重
田
実

必
要
な
資
金
及
び
こ
れ
ら
の
新
設
、
地

改
築
の
土
地
を
硲
保
す
る
の
に
必
要
な

資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

マ
職
業
訓
練
地
政
資
金

中
小
企
業
で
、
従
業
民
的
資
の
向
上

を
図
る
た
的
職
業
川
訓
練
を
行
う
た
め
の

施
設

(教
室
、
実
習
場
)
町
新
設
、

m

改
築
及
び
訓
練
用
的
機
械
の
購
入
に
必

裂
な
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

マ
通
年
雇
用
設
備
資
金

松
玉
寒
冷
地
域
で
、
季
節
的
変
動
の

た
め
に
悟
業
を
縮
少
ま
た
は
休
止
す
る

よ
う
な
手
業
に
お
い
て
、
雇
用
し
て
い

る
季
節
的
労
働
者
を
市
用
化
、
あ
る
い

は
新
た
に
常
用
労
働
者
と
し
て
雇
用
す

る
場
合
に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
ま

す
。

(
建
設
業
.
採
石
業
及
び
砂
じ
や

り
、
玉
石
抹
取
業
、

一
般
製
材
業
、
セ

メ
ン
ト
製
品
製
造
業
)

マ
身
体
障
害
者
作
業
施
設
資
金

身
体
阿
山
上
回
者
間
作
業
を
容
易
に
す
る

た
め
の
作
業
地
設
、
ま
た
は
設
備
術
品

の
設
也
、
整
備
に
必
要
な
資
金
を
貸
し

付
け
ま
す
。

マ
心
身
障
害
者
多
数
雇
用
事
業
所
地
設

資
金

心
身
障
害
者
を
十
人
以
上
雇
用
し
、

か
っ
そ
の
数
の
常
時
雇
用
す
る
労
働
有

向
総
数
に
対
す
る
制
合
が
二
分
町

一
以

図

書

室

応

接
円
い
〕

識員控室

日
J

腎
ド
|

室議金大

林
業
指
導

事
務
所

上
で
あ
る
中
小
企
業
的
事
業
主
に
施
設

の
新
設
、
増
改
築
及
び
設
備
に
必
要
な

資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。
(
作
業
施
設
、

管
理
施
設
、
福
祉
施
設
及
び
設
備
備
品
)

貸
付
額
及
び
利
率

貸
付
頒
は
、
履
い
入
札
た
労
働
者
向

数
に
応
じ
て
標
準
建
設
費
な
ど
に
基
づ

き
算
定
し
、
そ
の
融
資
率
は
中
小
企
業

的
場
合
は
九
O
%
以
内
、
大
企
業
的
場

合
は
七
O
%
1
八
O
%
以
内
で
す
。

利
率
は
中
小
企
業
で
年
八
%
、
大
企

業
の
場
合
は
年
八
五
%
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
ー
心
身
的
苦
者
多
数
服
用
事
業

所
施
設
資
金
円
貸
付
傾
の
最
高
限
度
は
、

一
億
五
千
万
円
で
、
利
率
に
つ
い
て
は

年
四

-
六
%
と
年
七
五
%
で
す
。

償
還
期
間

貸
付
資
金
円
極
類
及
び
施
設
内
容
に

よ
り
其
γ
な
り
ま
す
が
、
五
年
以
内
か
ら

三
十
年
以
内
と
な
り
ま
す
。

( 4 ) 

借
入
れ
申
し
込
み

寸
借
入
申
泊
苫
は
取
扱
金
融
機
関
、
公

共
職
業
安
定
所
、
服
用
促
進
事
業
団
札

悦
支
部
で
無
料
配
布
し
て
お
?
り
ま
す
。

マ
主
な
添
付
書
類

rφ
公
共
職
業
安
定

所
の
証
明
世

φ
下
業
の
概
要
③
事

業
主
の
略
膝
④
抗
近
三
期
的
決
算
報

告
代
u

③
建
設
計
画
的
立
」
図
⑥
納

税
証
明
古
⑦
建
設
敷
地
の
最
近
の
登

記
簿
謄
本
な
ど
で
す
。

そ
の
他
く
わ
し
く
は
北
楠
山
町
公
共

職
芸
宝
冠
品
川
、
雁
用
促
進
事
業
団
札
幌

支
部

(屯
話
一
斉
一
|
吾
一実
)ま
た
は
役
場

商
工
観
光
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

{ 

皐乙

匡盟
国圏

財政課回

即日図置自E階

( 5 ) 



く総合 3位
/ 

陸上など活躍卓球、ノ〈レ一一、

第
七
回
避
川
氏
ス
ポ
ー
ツ
怜
山
夏
季
大

会
は
第
二
十
八
回
全
楠
山
青
年
体
育
大

会
を
兼
ぬ
て
七
月
十
三
日
江
差
町
(
格

技
)
厚
沢
部
町

(球
技
)
、
一
一
十
日
上

ノ
国
町
(
陸
上
)
町
三
町
を
会
場
に
聞

か
れ
ま
し
た
。

パ
レ
l
ポ
ル
は
昨
年
に
引
き
続
き

女
子
、

7

7

さ
ん
級
の
活
路
に
よ
り
総

合一

一
位
、
陸
上
競
技
で
は
円
継
投
げ
の

吉
凶
さ
ん
が
大
会
新
、
十
J

ロ
l
ド
レ

ー
ス
の
苅
屋
さ
ん
も
健
闘
し
て
み
ご
と

優
勝
す
る
主
ど
会
選
手
は
力
い
っ
ぱ
い

の
活
躍
ぷ
り
で
し
た
が
、
格
技
、
球
技

を
含
め
た
総
合
件
点
で
は
残
念
な
が
ら

三
位
に
終
り
ま
し
た
。
主
お
.

一
位
は

北
楠
山
町
、

二
位
は
江
差
町
で
し
た
。

お
も
な
成
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
陸
上

品

総

合

@
上
ノ
同
@
北
州

三

山

@
今
金

了
，

『背
年
男
子
-
7
四
百
灯

“
@
伊
藤
修
日
秒
2@
中
野

一

俊
昭
マ
八
百
μ

@
阿
部

W
F
幸
治
2
分
担
秒
5
マ
五
千

H川

@
士
口
+
食
品
夫
凶
分
日

秒
4
マ
十
J
ロ

l
ド
レ

ス

@
苅
屋
茂
幻
分
H
秒

6
@
西
正
明
マ
八
百
μ
リ

レ

l

@
マ
千
六
百
日
リ

二
年
前
の
自
己
新
記
一

品

録
を
更
新
し
て
刊
行
川
臼

…

の
大
会
新
記
録
を
出
し

一

た
吉
田
さ
ん
の
円
盤
投
一

健闘むなし菊
地
善
さ
ん
の
乳
牛
が

最
高
位
と
四
部
門
に
入
賞

昨
年
は
牛
の
伝
染
州
が
発
也
し
た

た
め
開
催
で
き
な
か
っ
た
第
十
一
一
回

今
金
町
商
産
共
進
会
は
、
ヒ
川
二
十

三
日
家
寸
前
市
場
で
聞
か
れ
ま
し
f旬。

出
陳
さ
れ
た
の
は
、
町
内
各
地
区

の
子
選
を
通
っ
た
乳
ヰ
三
卜
三
川
と

庄
司
十
一
一
山
。
ど
の
牛
同
も
入
念
に
手

入
れ
さ
れ
飼
い
王
た
ち
が
見
守
る
な

か
で
、
外
ぽ
ワ
、
色
つ
や
、
乳
帆
師
、

背
線
、
ス
タ
イ
ル
な
ど
の
個
体
審
査

と
比
較
帯
査
に
よ
り
入
賞
を
競
い
ま

し
f

、
午
前
中
は
小
州
も
よ
う
に
も
骨
か
わ

句
ポ
大
勢
の
観
衆
や
桧
山
北
町
生
徒
的

見
学
も
あ
っ
て
に
ぎ
や
か
な
辞
査
会
場

で
L
F
3
優
勝
牛
肉
は
次
の
と
お
り
決

ま
り
ま
し
P

、

。
乳
牛
の
部

らせしお

マ
一
部
(
七
ヵ
月
1
十
一
ヵ
月
未
満
)

最
向
位
d
h
u
ロ
!
?
ノ
デ
l
ル
プ
ラ
イ

ド
ク
リ
ス
タ
ン

(鈴
金

・
街
地

一
汚
)

@
コ
?
ン
ダ

7

ス
卜
ロ
ベ
ソ
ス
(
山

石

・
杉
林
幸
悦
)
@
ジ
ェ

7

イ
7

テ
ル

ル
タ

1
7
ロ
ス

(帥
日
中
山
山
雌
}

@
ス
ノ
ー
フ
ス
7

ス
ト
ロ
エ
ー
ス

(鈴
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もマ ・よ ダなと イ I也
のダう次にかニヤの今
五イずのなつ ろノレー金
九ヤにこった約辿般 ιι

ノレ伎とてこ 間 話屯鰍
九し つをいと O の話川
%てて参るで %1止に話
_ .iE (考と 、が用つ日
プしだにの手刷状いで
ノレくさしこ防l足首Lては
lついてととにをー
シな。屯で料か I~j カ今
とが J771世金け査月金
い つ を "カf らし nnili 
うた じ ムれたダ!Ji

@
マ
走
巾
跳

@
山
間
借
5
H
川

河
マ
走
悶
跳

@
四
辻
順
一
l
μ
日
開

マ
三
段
跳

@
吉
本
正
人
口
U
V
砲

丸
投

@
伴
本
尖
日
げ
川
町
品
@
山
口
昭
利

マ
円
盤
投
@
吉
田
正
人
M
M
U
U
H
大

会
新
記
録

『背
年
女
子
-
7
二
百
μ

@
村
瀬
良

子
初
秒
9
7
四
百
H
M
リ
レ
l

@

l
分

I
秒
2
マ
定
日
跳

@
村
明
良
子
I
HM

お
マ
砲
丸
投

@
鈴
木
紀
美
子
8
U
2

7
円
継
投

@
伊
藤
悦
子
忽
口
問

「
一
般
邦
子
A
-
マ
百
μ

@
日
下
勝

一
ロ
秒
5@
水
野
敏
治
郎
マ
四
百
H
M

@
増
田
勝
彦
回
秒
4
7
八
百
μ
リ
レ
l

@

l
分
日
紗
8
7
走
巾
挑

@
郷
可
公

ル
圭
一3
4
'
I
R
J

ま
l
i
4

『
一
般
弟
子
B
-
7
百
μ

レ

@
阿
部
勉

行

〈

え

不

明

者

の

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

み
な
さ
ん
の
ご
家
族
や
、
身
近
な
人

で
家
出
後
消
息
不
明
と
か
突
然
所
在
が

不
明
に
な
っ
た
方
、
ま
た
は
出
張
や
出

か
せ
ざ
に
出
た
ま
ま
行
〈
え
の
わ
か
ら

主
い
方
は
お
り
ま
せ
ん
か
.

道
内
で
は
毎
年
七
千
人
的
方
が
家
出

な
ど
に
よ
っ
行
く
え
が
不
明
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
不
幸

に
も
犯
罪
的
被
害
を
受
け
た
り
、
す
で

に
死
亡
し
身
元
が
わ
か
句
な
い
ま
ま
無

縁
墓
地
に
淋
し
く
葬
む
ら
れ
て
い
る
方

も
お
ら
れ
ま
す
。

道
符
妓
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ご
不
幸

ロ
秒
8
マ
四
百
μ

@
小
林
勝
行
l
分

1
秒

3
@
水
野
信
義
マ
砲
丸

投

@

浜

凶
登
H
HM
臼
@
今
野
隆
雄
マ
走
巾
跳

@
山
口
利
勝
4
μ
幻

『
一
般
女
子
-
マ
四
百
れ
リ
レ
l@

l
分
7
抄
0
7
走
巾
跳
@
児
玉
困
子

3
μ
m
 

〈〉
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

総
合
@
今
金
@
江

持
@
瀬
倒
守
男
子

一一
@
マ
女
子

@

マ
家
庭
婦
人

@

〈〉
卓
球
総
合
@
北
柏
山
@
今
金
@
上

ノ

国

マ

一
般
団
体
@
守
山
H
年
団
体
@

〈〉
剣

道

総

合
@
江
昌
@
原
点
部
@
今

金

マ

一

般

団

体

@

。
柔

道

総

合
@
北
愉
山
@
江
差
@
瀬

棚
〈
〉
相
模

総
合
@
呉
一尻
@
原
沢
部

@
上
ノ
国

を
少
し
で
も
な
く
し
よ
う
と
「
行
く
え

不
明
省
相
談
所
」
を
次
に
よ
り
開
設
し

み
な
さ
ん
の
ご
相
談
を
受
け
て
道
内
は

も
と
よ
り
全
国
的
な
調
査
を
い
た
し
ま

す。
個
人
的
名
誉
と
佑
密
は
厳
重
に
守
り

ま
す
円
で
、
そ
の
消
息
を
案
じ
て

心
を

い
た
め
て
お
ら
れ
る
方
は
遠
慮
な
く
相

談
に
お
い
で
く
だ
き
い
。

マ
相
談
所
開
設
日
程

九
月
十
日
か
ら
十
二
日
ま
で

函
館
中
央
町
山首察
署

(
五
稜
郭
町
)

九

月

十

七

日

江

差

腎

祭

器

九

月

十

九

日

八

雲

併

察

器

来
各
相
談
所
は
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で
開
設
い
た
し
ま
す
。

し

( 6 ) 

勺〈
ダ
イ
ヤ
ル
は
指
止
め

ま
で
正
確
に
ま
わ
す

虫歯を作らないように

食 事的後、歯をみがかないこ

とは.食 事的後、さらや茶わ

んを洗わないのと同じです。北方領土

道民世論の力で

復帰実現を

呼び返せ、

音
は
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
も
よ
い
合
図
で
‘

こ
れ
を
聞
い
て
正
し
く
か
け
た
も
の
)

マ
つ
主
が
ら
な
か
っ
た
も
の
凶

0
・一
%

こ
の
内
容
は
、
①
相
手
が
話
し
中
の
も

の
一
八

・
一
%
(
プ
l
y
・
プ

y

と

い
う
竹
は
相
手
が
訴
し
中
の
と
き
で
す
)

ニ

・
三
分
お
い
て
か
け
な
お
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
屯
話
掃
が
キ
チ
ン
と
お

か
れ
て
い
な
い
と
指
し
中
と
同
じ
に
な

り
ま
す
。
通
話
が
多
く
屯
話
回
線
が
不

足
し
て
い
る

H
はい川
へ
申
し
出
で
く
だ

さ
い
J
②
ダ
イ
ヤ
ル
を
途
中
で
や
め
た

も
の

一
一
一
%
(
屯
話
番
号
を
よ
く

雌
か
め
て
ダ
イ
ヤ
ル
は
途
中
で
や
め
な

い
よ
う
に
就
け
て
ま
わ
し
ま
す
。
間
巡

っ
て
つ
な
が
り
ま
す
と
料
金
が
ム
ダ
に

な
り
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
ル
を
一
回
か
ニ
凹

ま
わ
し
て
か
け
な
お
す
こ
と
が
割
合
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
J
③
相
手
が
応
答

し
な
い
前
に
引
込
む
も
の
八

・
七

%

(

ブ
ル
l
ン
と
い
う
呼
び
出
音
が
聞
え
た

ら
十
四
位
は
判
っ
て
く
だ
さ
い
J
@宅

内
他
ニ

・
二
%
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

圃今金保育所の後期入所申摘を

ノト金保育所後JUJ(10月 l日-3

月31日)の入所を受付します.

ぷ当者は 9 )J~日-'1;日まで(
午前 9時-5時)に役場制祉係へ

申 ~I'j してく té さ L 、 。

園北海道職員採用初級位験的実施

It海道人 J'委rJ全では50年皮肉

i副首H採則制組試験を主的とおり

行います。

b 区分 一般・I~務林業肢業」

木 .1:ミ:J:;. rYiNl 土木 建 築

b受験資格 H目相27年 4Jl 2日か

ら IIl~ 干日 33'1' 4月 1日まて'に'1三ま

れた者 UOI匝はIIJJ~、ません)
[>t.nl次試験 !o月 12日(U)

よ式験地{ま各主f)'所有地14市町

b受験干続 l昭和50年 8月18目。JI
から 8月30日仕)まて'に所定的巾

込山を希望する試験地的各支I-，'J~

総務課に槌lJ1して〈ださい。

作し〈は支庁、役場総務諜に

おjl:}Jし、合わせくださル」

.危険物取扱者世験の実施

ことし 2回目的危険物取扱者試

験は、!o月 19日(日)に中間、乙航

丙純の全盛を各支庁所イE地 (江it
1lIT1で行われますロ受験願舎の'豆

イ1'1立、 9月 1日カ、ら 9)-J 10日まてヨ

に桧山主IOj"娠興課へ町'ì{!~を抜出し

て〈だき L、。~fi{!}頬は今金消防支

署にあリます。

・早めに軽自動車の検査を

@8月町検査JUII以
JIl¥W年月日 48.7.1-48，8.31 

車両排号

東}円111= 8日目υ
貨物~6 悶ふ

@ 9月の検査期l限

同山年月日 48.9.1-48.9.30 

乗用車二 8函(}9692-8画ム14

貨物三 6EfJム 5000-5217

・ 9月の休日当番医

7日 今金町富田医院

J4日 今金町岩1111医院

15日 北楠山町国保荊院

21日 瀬棚町楢崎医院

24日 北相山町平医院

28日 今 金町 国保 病院

9139-9691 

4606-4998 

【9) 



お
年
寄
り
と
税
金

税の知識お
年
得
り
に
つ
い
て
は
、
所
川
川
Mm
円

前
で
も
が川
祉
行
政
の
一
段
と
し
て
、
い

く
つ
か
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
の
で

そ
の
あ
り
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ

7
0

7
老
年
者
控
除

納
税
者
が
、
老
年
者

(六
十
五
段
以

上
で
年
間
的
所
得
が
一

下
万
円
以
下
町

人
)
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
人
的
合

計
所
得
令
制
か
旬
、
老
年
者
控
除
と
し

て
二
卜
h
問
が
位
除
さ
れ
ま
す
。

マ
老
人
扶
養
控
除

扶
延
親
族
的
フ
ち
に
、
附
ゴ
一ハ者
で
を

い
七
十
歳
以
上
の
老
年
者
が
い
る
場
合

一
人
に
つ
き
三
十
二
万
円
が
控
除
さ
れ

ま
す
。
(
一
般
の
扶
設
親
族
同
控
除
制

は
二
十
六
万
円
)

マ
障
害
者
控
除

@
六
十
五
歳
以

i
の
人
で
、
凶
作
者

に
単
ず
る
む
の
と
し
て

M
州
ド
枝
川
以

内
認
定
を
受
け
て
い
る
場
介
は
二
十
H

円
、
⑨
出
に
床
に
つ
い
て
い
て
、
限
維

な
介
護
を
受
け
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
寝

た
き
り
の
老
人
の
場
骨
は
、

判
別
陣
当

者
と
し
て
二
十
八
万
円
が
そ
れ
ぞ
れ
州

除
さ
れ
ま
す
。

マ
老
年
者
年
金
特
別
控
除

主
年
者

(
六
十
五
段
以
上
で
年
間
的

所
刊
が
一
千
万
間
以
卜
的
人
)
が
川
げ

生
年
金
や
思
給
主
ど
の
公
的
年
金
の
支

払
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
特
別
拘
除

と
し
て
そ
の
公
的
年
金
的
午
収
総
傾

か
ら
七

八
H
円
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
公
的
年
金
の
支
給
を
受
け
て

い
て
も
他
的
所
伴
者
的
伏
先
親
朕
に

当
た
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
公

的
年
金
以
外
に
収
入
が
主
く
、
そ
の
年

全
の
収
入
金
額
い
か
口
問
ト
八
万
円
以
下

で
あ
れ
ば
、
主
午
持
年
金
特
別
件
除
制

と
給
じっ
-
附
仰
控
除
納
骨
λ
し
引
い
た
後

の
給
与
所
仰
の
金
制
が
二
十
万
円
以
卜

と
な
り
ま
す
の
で
、
似
の
所
得
者
の
扶

菟
親
族
と
主
る
こ
と
が
て
き
ま
す
。

マ
申
告
の
手
続

ニ
的
制
度
を
利
川
さ
れ
る
心
は
‘
悦

務
若
に
拠
出
す
る
附
定
申
州
早
川
町
老
人

扶
先
住
除
制
な
ど
仁
川
定
的
記
入
品
，
と
す

れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
万
は
.
勤

務
先
に
拠
出
す
る
伏
先
筏
除
司
申
竹
刀

に
必
要
ド
唄
え
し
「
叫
一
人
す
れ
ば
、
こ
れ
ら

の
制
皮
の
思
典
が
受
け
f
れ
ま
す
。

納
期
内
に
納
め
よ
う

町

道

民

税

〈
二
期
}

国
民
健
康
保
険
税

〈
二
期
}

個

人

事

業

税

{
一
期
}

八
月
三
十
一

け
ま
で

，，， 
圃
雨
降
り
の
桧
山
管
内
消
防
訓
練
大
会

道
消
防
協
会
絵
山
支
部
J
恨
の
抗
↓
一

l
五

回
松
山
色
内
消
防
総
九
戸
川
州
仙
科
大
会
が
七
凡
二

十
ハ
日
本
町
で
川
問
山
内
行
内
十
川
か
り
八
h

人
間
消
防
同
川
か
州
附
リ
に

b
か
か
h
hリず

山
町
然
と
市
似
地
を
ハ
レ
ト
、
川
紡
あ
る
消

防
同
は
の
芯
r
A
を
誇
ボ
し
た
大
会
で

L
r

、
=広報=

トヒqγクス

(10) 

-
種
川
地
区
に
走
ろ
う
会
が
誕
生

み
ん
主
が
参
加
し
て
楽
し
い
ス
ポ

l

ソ
を

E
極
川
地
抵
で

寸
み
ん
主
で
走

ろ
ヲ
会
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

毎
日
午

後
じ
時
非
的
安
出
み
に
幼
児
や
不
妊
の

主
耐
が
家
扶
ぐ
る
み
で
踏
切
り
泣
く
に

出
合
、
的
か
主
稲
松
街
道
を
思
い
思
い

の
ペ
ー
ス
て
ニ
了
じ
を
完
走
。
七
月
三

uか
り
始
的
た
こ
の
ミ
ニ
?
ラ
ソ
ン
は

み
ん
主
熱

心
で
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
。
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中

肘

利
M
W
H
H
広
沢
尖
松
子
日
の
出
町

圃
お
〈
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

松

尾

ょ

っ

八

十

七
歳

稲

松

山

議

カ

ネ

八

上

ハ

歳

未

仏

町

古
川

日

的

七

十

二
此

花

山

(六
月
分
)

マ
叩
月
1
日
は
国
勢
調
査
が
Jh
わ
れ
ま

す
c

町
内
で
休
所
が
変
わ

っ
た
と
き
は

十
州
H
以
内
に
転

M
Mけ
が
必
裂
で
す
。

八

点

机

n所
は
け
的
に
叩
け
出
ま
し
ょ
う
。

総
掛
か

州

調

印
刷

長

門
出
肌
社
団

8
n

‘仇l立。》記録
JiijHに

人 11 9，704 (-2) 

!x 4.946 (-2) 

(111げf品tC)

。
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

ハ岨山附

Hm
二

{義

的

二

児
)
鈴

界全


